
 合板はいろいろな分野で活躍しています
左の表でもわかるように、住宅建材から家具、楽器、船や車まで、合板は私
たちの暮らしのさまざまな場所で、幅広く使われています。
さあ、どの場所に、どんな合板が使われているのでしょう？　用途に応じて
品質も形状も異なります。身近な暮らしの中から、合板を探してみましょう。
その種類の多さ、用途の広さに驚くはずです。

◉合板の利用

私たちの生活を支える合板
 JAS規格による合板の種類（主なもの）

合板は、構造別、樹種別で様々な種類があり、これらを用途により使い分けています。合板の大部分は、合板の日本
農林規格（JAS）によって製造されています。

みなさんの身近なところでも
きっと合板が見つかるよ

種類 細分類 接着耐久性区分 主な用途 標準寸法

普通合板 1類、2類
従来からベニヤ板といわれていた合板で、一般的な用途に広く使われる
合板。ラワン・シナなど広葉樹が主な原木で、樹種名を付けてラワン合板・
シナ合板などと呼ばれている。

厚さ＝2.3～15㎜
幅＝910～1220㎜
長さ＝1820～2430㎜

コンクリート
型枠用合板

表面加工
なし

1類

コンクリート打込み時にその堰板として使用される合板で、ラワンや針葉樹の
ものがある。一定の強度を備えた合板で建築・土木用の型枠として多用される。厚さ＝12・15㎜

幅＝600・900㎜
長さ＝1800㎜表面加工

あり
通常のコンクリート型枠用合板の表面に塗装・オーバーレイなどの加工
をしたもの。打放し仕上げに良好な結果が得られる。

構造用合板

1級

特類、1類

木質構造建築物の構造耐力上重要な部位に使用される合板。長辺にさね
加工を施したものもある。

厚さ＝5.0～35㎜
幅＝900～1220㎜
長さ＝1820～3030㎜

2級 1級と同様であり、主として床・屋根・壁下地に多用される。
厚さ＝5.0～35㎜
幅＝900～1220㎜
長さ＝1820～3030㎜

 合板の主な用途
合板の用途による分類

住宅・建物・工事に
関するもの

一 般 住 宅
構造用 壁、床、屋根下地　など

造作用 フローリング、壁仕上げ材、内装材、階段、エアコン・カーテンボックス等の下地補強　など

公共建築物
構造用 壁、床、屋根下地　など

造作用 フローリング、壁仕上げ材、内装材、階段、机、椅子、棚　など

工　事　用 コンクリート型枠、足場板、敷板、仮囲い　など

家　具　用 和洋たんす、机、椅子、下駄箱、食器棚、書棚、システムキッチン、AV 機器台、コタツ天板　など

建　　　具 ドア、扉、襖板、腰板、棚板　など

そ　の　他 掲示板、看板、小道具、装飾基材、仮設住宅、避難所パーティション、遮音壁、仮設遮へい壁　など

生活に関するもの

楽　　　器 オルガン、ピアノ、ギター、ドラム側板、タンバリン、チェロ、バイオリン、ウクレレ　など

運 動 用 具 卓球台、スノーボード、跳び箱、卓球ラケット、テニスラケット、ロイター板、ハードル　など

梱 包 資 材 梱包材、受材、幕板、瓶類格子木箱　など

事 務 用 品 製図版、机、本棚、間仕切壁、掲示板、事務机、サイドテーブル、パソコン机、事務椅子、作業台　など

玩具・娯楽用 羽子板、児童乗物、ジグソーパズル、クラフト模型、ビリヤード台、エアホッケー台、パチンコ台　など

そ　の　他 インテリア小物、額縁、公園遊具、絵具箱、油彩画用パレット、画板、仏壇、棺、神棚　など

乗　　物

車　　　両 鉄道車両内装、自動車の内装、トラック荷台　など

輸 送 資 材 パレット、コンテナ（海上・陸上）　など

船　　　舶 小規模船（本体や骨材）、内装材、デッキ材　など

航　　　空 グライダー等骨材、内装材　など

　JAS規格とはJapanese Agricultural Standardの略称で、合板の
品質はこのJAS規格によって保証されます。品質が保証された合板製
品には必ずJASマークの表示がスタンプされているので、 確かめてみ
ましょう。
　JASは一般には加工食品の品質を保証する規格として知られていま
すが、木材加工品にも適用されています。
　JAS規格は合板に対して、それが使用される場合の最低基準を保証
しています。用途に応じてJASマークの表示が異なります。確かめて
みましょう。

F ☆☆☆☆

1級

F ☆☆☆☆

2級

JAS規格の詳細は「合板の日本農林規格」の最新情報をご確認ください。

提供：株式会社サカモト

提供：株式会社井上工務店

提供：「国産厚物合板屋根の手引き」より 提供：河野泰治アトリエ
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すーちゃん

あっくん

合板の品質を保証する日本農林規格（JAS規格）について

設計・施工：株式会社大和木材
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 木質系バイオマスの熱利用《バイオマスエネルギー》
バイオマスは、動植物など生物から作られるエネルギー資源で、石油石炭など化石燃料を除
いたものです。なかでも木質系バイオマスは、持続可能な再生エネルギーである木質資源の有
効利用に道を拓

ひら

くものとして期待されています。木質系バイオマスのエネルギー利用の仕方は、
熱利用を基本とし、廃熱を有効利用した熱電供給が、効率的で望ましいとされています。
木質系バイオマスは、①林地残材、②工場残材、③建設残材
などを資源として活用します。合板は、木材を資源としてとこ
とん活用する、木材利用の一つの方法です。

◉合板の活用

合板の最後はエネルギー!!
木材再利用と
固定価格買取制度（FIT）

　国は木質系バイオマス利用をすすめるための支援策として、再生可
能エネルギー固定価格買取制度（FIT）を設けています。FITの創設が
大きな契機となって、わが国でも木質系バイオマスの発電利用が本格
化しました。一方、燃やされる木には住宅資材として充分活用できる
長さや太さのものもあり、そのまま燃料として利用することに再検討
を求める声も出ています。木材は住宅や家具などに使われても、炭素
を蓄積し続けます。伐った木を住宅や家具として活用し、炭素を固定
化することができれば、山で新たな苗木を植えて伐期を迎えるまでの
約40年間、山でも街でも炭素を固定化することができます。

マテリアル

リサイクル

売電
未利用材

熱利用

　木質バイオマスの利用には、マテリアル利用とエネルギー利用の二つがあります。建
築材などの材料の他、家畜の餌など飼料、堆肥などへの多様な利用の仕方がマテリアル
利用です。マテリアル利用した後に、エネルギー利用するのが、炭素を固定化する木材
の役割を活かす最良の方法です。
　木材は炭素を固定化し、大気中への二酸化炭素の排出を抑制します。燃やせば、それ
まで固定化されていた炭素は二酸化炭素となって大気中に排出されます。従って木材
利用の仕方は、多段階型の再利用（カスケード型）を優先することが環境にも適していま
す。木材や合板、そして紙など多様なかたちで使い尽くし、最後に廃棄物を焼却し化石
燃料の代替としてエネルギー利用することが大切なのです。

マテリアルリサイクルとサーマルリサイクル

合板をとことん使って
森林は活かされるのね
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ひーちゃん
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 SDGs（持続可能な開発目標）に掲げる目標達成のために
　地球環境や社会・経済の持続性への危機意識を背景として、我が国も、持続可能な開発目標（SDGs）に積極的に
取り組んでいます。

様々な生物を育む森林は、陸や海の豊かさを守るため
に不可欠なものです。持続可能な経営を行っている森林
は、水を育み、豊かな海を作り、炭素を貯蔵し気候変動
を緩和し、山地災害の防止にも貢献します。また、植林
をすることは土地の劣化や砂漠化を防止し、森林へと育
てることで同時に生物の多様性を育むことに繋がります
（目標15）。

合板の原料となる森林の整備により、ミネラル豊かな
水が川に注がれ、海洋資源が保全され、豊かな海が作ら
れます。森は海の恋人と呼ばれる証です（目標14）。
また、森林を守り育てることにより、すべての人々のた
めに安全で衛生的な水を育みます（目標6）。
合板は、植える、育てる、収穫するという緑の循環か

ら生まれた木の中でも、細いものや曲がったものまで無
駄なく利用できます。合法的に伐採された原木と森林認
証された原木のみで生産される国産合板は、持続可能な
生産と消費を可能にします（目標12）。

合板は製造過程におけるエネルギー利用が、他の材料
に比べ少なく、建材として利用された後は細かく粉砕さ
れ、パーティクルボードなど新しい建材に生まれ変わり
ます。このような複数の役割を経たカスケード利用の
後、木質バイオマスエネルギーの燃料となり、持続可能
な新しいエネルギーを提供します（目標7）。合板の中
に炭素を貯蔵するとともに、製造において化石燃料の使

◉SDGsへの貢献

合板の活用は地球を救う

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を
終わらせる

各国内及び各国間の不平等を是正する

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を推
進する

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）
で持続可能な都市及び人間居住を実現
する

あらゆる年齢のすべての人々の健康的
な生活を確保し、福祉を促進する

持続可能な生産消費形態を確保する

すべての人に包摂的かつ公正な質の高
い教育を確保し、生涯学習の機会を促
進する

気候変動及びその影響を軽減するため
の緊急対策を講じる

ジェンダー平等を達成し、すべての女
性及び女児の能力強化を行う

持続可能な開発のために海洋・海洋資
源を保全し、持続可能な形で利用する

すべての人々の水と衛生の利用可能性
と持続可能な管理を確保する

すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへのアク
セスを確保する

持続可能な開発のための実施手段を強
化し、グローバル・パートナーシップ
を活性化する

強靱（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及
びイノベーションの推進を図る

　（外務省・日合連　仮訳）

持続可能な森林の経営、砂漠化への
対処、並びに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する

持続可能な開発のための平和で包摂的
な社会を促進する

包摂的かつ持続可能な経済成長及びす
べての人々の完全かつ生産的な雇用と
働きがいのある人間らしい雇用（ディー
セント・ワーク）を促進する

 合板に関連するSDGsの目標 用を減らし、気候変動を緩和します（目標13）。

環境と人にやさしい国産合板を通じて、ぬくもりのあ
る生活を創造し、健康増進に貢献します（目標3）。ま
た、合板の利用を通じて森林環境教育や木育を促進しま
す（目標4）。林業や合板産業の成長産業化のために技
術革新・イノベーションを推進します。中大規模木造建
築物による木材利用の増大のために、合板の超厚物化に
向けた技術開発を行い（目標9）、より環境にやさしい
建築に寄与します（目標7）。

素材生産や合板製造において、働きやすい環境や人に
やさしい木質空間を提供することで労働環境を整備し、
ひいては山村地域での林業従事者の育成、雇用を促進
します（目標8）。また、合板産業で女性が活躍する場
を提供し、その基礎となる林業における女性の参画を促
し、ジェンダー平等を実現します（目標5）。

木製品や紙製品の原料となる森林整備を通じて、地域
の活性化や山地災害の防止を推進し、地方創生と国土保
全を実現します（目標11）。また、森林により育まれ
るキノコ、ジビエ等の恵みを活用し、持続可能な食料生
産を促進します（目標2）。
アジア・北米をはじめとする世界の主要な合板産業国

や森林認証を積極的に進める木材輸出国とのパートナー
シップ、国内では製造・販売や産学官との連携を図り、
持続可能性の強化に取り組みます（目標17）。
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林の適切な更新と整備により再生産を進めていくことで
すが、我が国においては、この充実した森林資源の持続
的な利用により、SDGs に貢献していくことができる
状況となっています。
また、我が国は、その位置、地形、地質、気象等の自

然的条件から、台風、豪雨、豪雪等による災害が発生し
やすい国土となっています。特に、戦中・戦後の森林の
大量伐採の結果、我が国の戦後の森林は大きく荒廃し、
各地で台風等による大規模な山地災害や水害が発生しま
した。このため、木材生産という観点だけではなく、国
土の保全や水源の涵養等の公益的機能の発揮という観点
から、林業・木材産業とともに幅広い国民の参加を得て
森林整備に取り組み、その回復が図られてきました。国
民の森林に期待する働きとしては、「災害防止」がその
最上位近くを占めており、我が国の森林が山地災害の防
止や土壌保全という機能を発揮してきていることへの理
解も広がっています。今後も、森林を適切に整備・保全
し、健全な状態に維持していくことで、地域の安全・安
心の確保に貢献していくことが期待されます。また、森

林の積極的な活用を図ることは、林業や合板をはじめと
する木材産業での働く場の確保等による地域の経済循環
の面でも、大きな役割を果たしています。さらに、人々
の意識が生活の質（QOL）の向上を求める方向へ変化
しています。合板を利用した空間で過ごすことに温かみ
や安らぎを覚えるとの声は、こうした意識の一面を反映
するものです。

 SDGsの誕生
経済発展や技術開発により、人間の生活は豊かで便利
なものとなりましたが、グローバル経済の下、気候変
動、自然災害、感染症といった課題も連鎖して発生し、
経済成長や社会問題にも様々に影響しています。このよ
うな複合的な問題に対して世界全体で取り組む必要があ
ることから、平成27（2015）年９月の国連サミット
において令和12（2030）年までの国際社会共通の目
標として「持続可能な開発のための2030アジェンダ」
が採択され、その中で SDGs が示されました。SDGs
は、我が国を含めた世界全体の目標であり、17の目標、
169のターゲットから構成された持続可能な世界を実
現するための統合的取組です。

 世界の森林とSDGs
世界の森林は、熱帯林等を中心に農地への転用等を原
因として減少・劣化を続けており、森林の保全が世界中
で喫緊の課題となっています。また、開発途上国を始め
とする地域では、森林減少・劣化は貧困問題等と不可分

の関係にあり、持続可能な森林経営を推進することは、
人々の生活に関わる SDGs の目標と密接に関連してい
ます。
このような開発途上国の森林をめぐる問題は、我が国

とも密接に関連しています。我が国の生活や産業は、開
発途上国を含む海外からの輸入に多くを依存していま
す。開発途上国で生産される農林産物の中には、違法性
が指摘される木材や、パーム油、大豆、肉牛のように
商品の生産に伴い森林減少が生じていると指摘されてい
るものもあるため、持続可能な国内外の森林をつくるた
めの生産と消費について考えることが重要となっていま
す。

 日本の森林とSDGs
世界の森林面積が減少する中、我が国の森林面積は、

ほぼ横ばいで推移し、その蓄積量は、天然林、人工林と
も年々増加しています。このうち、森林の４割を占める
人工林の半数が、一般的な主伐期である 50年生を超
え、本格的な利用期を迎えています。持続的な森林の利
用とは、森林の成長量や蓄積を踏まえた伐採を行い、森

体験林業

護岸工事に利用される木材木育・交流拠点での木材利用

　低炭素社会の実現に向けて、森林の地球温暖化防止機能が最大限に発揮されるよう、さまざまな取り組
みが行われていますが、近年では炭素を固定化する新たな技術も研究されています。
　温室効果ガスの代表格であるCO2（二酸化炭素）を分離・回収し、地中や海底などに圧入・貯留する技術
「CCS（Carbon dioxide Capture and Storage）」がその一つです。
　また、炭素を回収・貯留するだけでなく、有効活用（Utilization）することも加えた「CCUS」という新し
い技術開発も進められています。
　CO2を炭酸水やドライアイスにして食品・医療分野に利用したり、CO2と水素（H2）から天然ガスに代わ
るメタンなどを合成したり、炭酸カルシウムを変換しセメントの原料とするなど、多岐にわたる利用方法
が進められています。

もっと知りたい！
もっもっもっもっもっもっもっもっもっもっも と知と知と知と知と知と知と知と知と知と知と知りたりたりたりたりたりたりたりたりたりたりたい！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！い！！！！！！！！！！！！いい！いい！い！！！！！！
もっと知りたい！

未来の技術とCO2  新たな炭素固定と排出ゼロへの挑戦

公民館での木材利用オフィスでの木材利用

針葉樹の複層林（人工林） 中層・大規模木造建築物

すーちゃん
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注１：アイコンの下の文言は、我が国の森林の循環利用との関わりにおいて期待される主な効果等を記載したものであり、各ゴールの
解説ではない。

　２：このほか、ゴール１は森林に依存する人々の極度の貧困の撲滅、ゴール10は森林を利用する権利の保障、ゴール16は持続可能
な森林経営を実施するためのガバナンスの枠組みの促進等に関連する。

　３：これからの様々な取組により、ここに記載していない効果も含め、更にSDGsへの寄与が広がることが期待される。
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我が国の森林の循環利用とSDGs との主な関係

森林空間
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P18～22　参考文献：林野庁「平成30年度森林及び林業の動向、令和元年度森林及び林業施策」　
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